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株式会社ビームスによる奥田副知事表敬について 

 

県では、株式会社ビームス（東京都渋谷区）と連携して、県内企業の新商品開発に取り

組んでいます。 

このたび、同社の役員が、奥田副知事を下記のとおり表敬訪問しますので、取材方につ

いて御協力くださるようお願いします。 

 

記 

 

１ 日時 令和７年１０月２２日（水） １６：３０～１６：４５ 

２ 場所 第二応接室 

３ 表敬者 

 株式会社ビームス  

常務取締役 宅間 正之 （たくま まさゆき）氏 

プロダクト本部 本部長 伊藤 雄一郎（いとう ゆういちろう）氏 

執行役員   鈴木 修司 （すずき しゅうじ）氏 

 プロダクト本部ブランド部ビームスジャパン課 fennica ディレクター 

 菊地 優里 （きくち ゆり）氏 

４ 表敬の内容 
（１）名刺交換 

（２）歓談 

（３）記念撮影 

   ※株式会社ビームスへのぶら下がり取材は、表敬終了後にお願いします。 

 

【株式会社ビームスと県との取組について】 

県は、令和２年度から、本県の工芸品等の魅力向上を目的として、株式会社ビーム

スに委託し、県内企業の新商品開発に取り組んできています。 

今回、同社の宅間正之常務取締役が、本県での商品開発の取組を視察するとともに、

県庁を表敬するものです。 
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参考資料 
 
１ 株式会社ビームスの概要 
 
株式会社ビームス 
〇本社所在地  東京都渋谷区神宮前１−５−８  
〇設立    1982 年 5 月（創業 1976 年 2 月） 
〇代表者   代表取締役社長 設楽 洋 
〇従業員数   1,919 名（2025 年 2 月） 
〇業種     小売業 （紳士服、婦人服、バッグ、靴、雑貨等の販売） 
〇店舗数    国内 152 店舗、海外 21 店舗 
 
BEAMS JAPAN（ビームス ジャパン） 
 株式会社ビームスが日本の良さや面白さを世界へ発信するプロジェクトとして 2016 年
にスタート。新宿、渋谷、京都の BEAMS JAPAN３店舗を拠点に、日本の技術が光る名品、
モダンカルチャーやアート、ファッションアイテム等も集積し、日本のモノ・コトの魅力
を国内外に発信。 
 現在、地域共創型の出店プロジェクト「BEAMS JAPAN GATE STORE」として、全国で
出雲、日光、宮島、神戸、善光寺、舞鶴の計６店舗を出店している。 
 
今回の表敬者 
株式会社ビームス  

常務取締役     宅間 正之 （たくま まさゆき）氏 
 プロダクト本部本部長  伊藤 雄一郎（いとう ゆういちろう）氏 

執行役員      鈴木 修司 （すずき しゅうじ）氏 
プロダクト本部ブランド部ビームスジャパン課 fennica ディレクター 

菊地 優里 （きくち ゆり）氏 
（随行者） 
株式会社ビームスクリエイティブ 

プロジェクトマネージャー 手束 正弘 （てつか まさひろ）氏 
プロジェクトマネージャー 大森 朱華 （おおもり あやか）氏 

          後藤 勇太 （ごとう ゆうた）氏 
 
 
 
 



２ これまでの県との取組 
R2-3 ライフスタイル商品・工芸品展開事業 （参加事業者：22 者） 
 本県の強みである農林水産物や工芸品等の優れた地域資源を活用した商品を効果的に
売り込んでいくため、BEAMS JAPAN と連携し、本県インテリア・ライフスタイル商品
の新しい価値と魅力を提案できる事業者を育成。 
 
   
 
 
 
 
 
 
R4-5 あおもりクラフト販売体制構築事業 （参加事業者：11 者） 
 本県工芸品の販路拡大による産業振興を図るため、工芸品を販売する実践力を身に付
けた「くらふとサポーター」を育成するとともに、 BEAMS JAPAN と連携し、ライフス
タイルの多様化に対応した商品開発と人々の生活様式の変化に対応した製品の効果的な
情報発信ができる事業者を育成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
R6 インバウンド向け本県商品魅力向上・発信事業 （参加事業者： 6 者） 
 インバウンドの土産品等の購入需要に的確に対応するため、BEAMS JAPAN と連携し、
県内事業者が実施するインバウンド向け商品の開発や魅力向上支援を行うとともに、イ
ンバウンドが多数訪れる実店舗においてテストマーケティングを実施。 
 
 
 
 
 
 

  

津軽塗の丸盆等【（有）イシオカ工芸】 ブナコのカップスリーブ、バケツバッグ【ブナコ（株）】 

《主な開発商品》 

  《主な開発商品》 

津軽裂織のトートバッグ【青森手織りサクリ会】 

りんごの搾りかすを使ったポシェットとカードケース 
【（株）KOMORU】 

《主な開発商品》 

りんごポーチ【Indigo Planning】 

ブナコの提灯ランプ【ブナコ(株)】 



３ 令和７年度の取組実施状況 
R7 インバウンド向け青森土産開発支援事業     （参加事業者： 6 者） 
公募を行い、審査した結果、以下の 6 事業者が参加。 

・(株)アグリコミュニケーションズ津軽（五所川原市）県産りんごを活用した食品・飲料 
・appcycle(株)（弘前市）りんご残渣をアップサイクルした革製品 
・(有)セイビン社（黒石市）ねぷた組立キット 
・(株)高蔵ホーク（三沢市）酵素入りクラフトコーラシロップ 
・つづれや（八戸市）南部菱刺しを活かした布製品 
・(株)長谷川鉄工（平川市）素材や技術を活かした鉄製品 
 
※商品開発の様子は県庁 HP からご覧いただけます。 
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/sangyo/chikikigyo/r7_inbound_kaihatu_01.html 
 
 

これまでの取組 
・7/8〜9   第１回商品開発会 
・9/1〜2   第２回商品開発会 
・10/21〜22  第３回商品開発会 
今後の予定 
・1/13   知事報告、報道機関向け商品発表、県内バイヤー向け商品説明会 

  ・1/29~2/25 ビームス ジャパン（新宿）及び BEAMS 公式オンラインショップに
おいてテストマーケティング 

 
   

現在開発中の商品は 
来年 1/13 に公表予定︕ 

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/sangyo/chikikigyo/r7_inbound_kaihatu_01.html

